
1. マーケット・レート
4月8日 4月9日 4月10日 4月11日 4月12日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.8510 3.8530 3.8250 3.8600 3.8820 +0.0220
BRL/JPY Spot 28.95 28.86 29.02 28.93 28.86 -0.07
EUR/USD Spot 1.1263 1.1263 1.1273 1.1256 1.1299 +0.0043
USD/JPY Spot 111.48 111.15 110.99 111.66 112.02 +0.36

6MTH(p.a.) 6.458 6.465 6.459 6.459 6.450 -0.009
1Year(p.a.) 6.529 6.557 6.549 6.559 6.572 0.012
6MTH(p.a.) 3.409 3.473 3.501 3.550 3.600 +0.050
1Year(p.a.) 3.591 3.621 3.652 3.693 3.781 +0.088

株式 97,369.31 96,291.81 95,953.44 94,754.69 92,875.00 -1,879.69

CDS 170.60 170.47 168.92 170.45 169.96 -0.50

商品 188.705 188.564 189.665 187.325 188.364 +1.038

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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ホドリゴ・マイア議長に関する報道に市場は敏感に反応

11日（木）、マイア下院議長は米国の投資家イベントにて年金

改革法案について発言。同氏は、政府が年金改革を推進する

にあたり、議会とうまくコミュニケーションを取れていない旨を示

唆し、同法案の重要性を強調した。同氏は、就任当初より年金

改革法案に前向きである。しかし、今回の発言や、以前にも一

時議会調整を放棄すると発言する等、議案採決の優先順位を

決定する重要な立場にある同氏に関する言動に、市場は敏感

に反応している。12日（金）には、マイア議長が建設企業より賄

賂を受け取ったとの疑惑がレアル資産売りを招く等、引き続き

同氏に関する言動に注目が集まる。

Banco MUFG Brasil S.A.
Treasury & Markets

Av. Paulista, 1274 – Bela Vista
São Paulo, SP – 01310-925

• 今週のレアルは、年金改革法案に関する不安感が浮上する中で一時3.90台まで下落。
• 8日（月）のレアルは3.8710で寄り付いた。週初は原油価格が約5か月ぶりの水準を回復したことや、現地紙（エスタード）が年

金改革を支持する議員が増加したと報道した事を受け、買いが優勢に。その後、米コアCPIが市場予想を下回ったことをきっ
かけに米金利が低下し、ドルが主要通貨に対して売られるとレアルは週間高値3.8160まで上昇。しかし、週末にかけてはマイ
ア下院議長による年金改革法案に関する発言を受けて不安感が高まり、レアルは再び反落。週末には週間安値3.9050を付
け、結局3.8820で越週した。

• 7日（日）に調査会社Datafolhaが発表したボルソナロ伯大統領の支持率は32%（不支持率30%）と、就任後100日の支持率で軍
事政権から民政移管後の歴代大統領の中で最低水準となった。支持率の低下は既に見込まれていたものの、低下率が予想
以上に高いことから、今後投資家心理に影響を及ぼす可能性がある。

• 8日（月）発表のブラジル中銀によるアナリスト予想集計では、2019年の経済成長率予想が1.98%から1.97%へ、2020年は2.75%
から2.70%へそれぞれ下方修正された。インフレ率予想は2019年は3.89%から3.90%へ上方修正され、2020年は4.00%で据え置
き。年末の為替レートは2019年は3.70、2020年は3.75でそれぞれ据え置かれた。

• 9日（火）発表された2月の伯小売売上高は、前月比（予想：-0.4%⇒実績：0.0%）、前年比（予想：+2.9%⇒実績：+3.9%）と共に予想
を上回った。但し、10セクター中6つのセクターが前月比で下落したこともあり、発表直後の市場への影響は限定的となった。

• 10日（水）発表の3月の伯インフレ指数(IPCA)は、前月比（予想：+0.63%⇒実績：+0.75%）、前年比（予想：+4.45%⇒実績：+4.58%）
ともに市場予想を上回った。年率では伯中銀・財務省による2019年の目標4.25%を上回ったが、今後食料価格が落ち着くとの
見方が優勢。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.85－4.10

国 予想 実績 前回

ブラジル IBGEｻｰﾋﾞｽ部門売上高 前年比 4.00% 3.80% 2.10%

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ 98.2 96.9 98.4

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 4/15 経済活動(前年比) Feb 3.00% 0.79%

ブラジル 4/15 経済活動(前月比) Feb 0.00% -0.41%

ブラジル 4/15 税収 Mar -- 115062m

ブラジル 4/15 登録雇用創出合計 Mar -- 173139

ブラジル 4/15 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-10(前月比) Apr -- 1.40%

ブラジル 4/15 貿易収支(週次) Apr -- $2326m

ブラジル 4/16 FGV CPI IPC-S Apr -- 0.8%

米 4/16 鉱工業生産(前月比) Mar 0.30% 0.10%

米 4/16 設備稼働率 Mar 79.20% 78.20%

米 4/17 MBA住宅ﾛｰﾝ申請指数 Apr -- -5.60%

米 4/17 貿易収支 Feb -$53.6b -$51.1b

米 4/17 卸売在庫(前月比) Feb 0.4% 1.2%

米 4/18 小売売上高速報(前月比) Mar 0.8% -0.2%

米 4/18 新規失業保険申請件数 Apr -- 196k

米 4/18 失業保険継続受給者数 Apr -- 1713k
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5.本日の主要経済指標 

来週のレアルは、軟調推移を予想する。国外市場は良好な米主要企業の2019年1～3月期の決算発表を背景にリスクオン相場と
なる可能性があるが、国内の不安材料が増えており、レアル売りが優勢となろう。今週末は、マイア下院議長の汚職疑惑や、ペト
ロブラスが発表したディーゼル価格の値上げ中断に、ボルソナロ大統領が関与したとの疑惑が報道されると、政府による介入が
嫌気され、同社株価は前日比約9％下落。国内株式市場全体を押し下げる要因となった。17日（水）に投票日を予定している下院
憲法司法委員会（CCJC）に関しても、投票日が延期される可能性が浮上。年金改革法案の遅延が意識される中、リスクを取りづ
らい状況が続こう。


